
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１２月１１日 文責 岡田 
 

No.30 

 

夏休みに作成し、応募した「人権」に関するポスターコンクール

において３年生中根那乃さんの作品が三重県の優秀作品に選

ばれました。そしてこの作品は、三重県が製作する「２０２５年人

権カレンダー」７月に掲載されることが決まっています。 

十人十色と聞いて思い起こすのは、「みんなちがって、みんない

い」のフレーズで有名な金子みすゞさんの詩「私と小鳥と鈴と」

です。最近よく言われる“多様性”の尊重をとても分かりやす

い詩で表現されたものです。中根さんがこのポスターで言いた

かったことも、金子みすゞさんと一緒なのでしょう。それぞれの

違いを認め、尊重していくことをこのポスターから学び取り、自

分の生活の中に位置付けていってほしいです。 

 

第７５回人権週間＜１２月４日～１２月１０日＞ 

１９４８年１２月１０日、国際連合は「世界人権宣言」

を採択し、のちにこの日を「人権デー」と定めました。そ

して日本では、毎年１２月４日～１０日を「人権週間」と

定め、世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重

思想の更なる普及高揚を図る取組を行ってきました。 

毎年発表される人権週間のポスターですが、ここ数

年間は「誰かのことじゃない」という人権啓発キャッチ

コピーが使われています。人権を考える…それは想像

力を働かせて自分とは異なる人の立場になってみるこ

とだといわれます。自分や家族などの大切な人と同じ

ように、すべての人に人権があるということへの理解を

深め、お互いに相手の立場を尊重し、自分のこととして

捉えながら考えていくことが大切なのではないでしょ

うか。人権問題は、決して「誰か」の問題ではないとい

う気持ちを持ち続けていたいものです。人権週間は過

ぎましたが、生徒のみなさんが人権学習の中で学ん

でいることは、まさに誰かのことではありません。机上

の学びに終わらすことなく、行動へとつながる学びで

あることを望みます。 

人権週間２０２４ 「誰か」のことじゃない。 

人権ポスター「十人十色」 
3年生 中根那乃さん 


